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研究成果の概要（和文）：ブライダル市場の顧客の多様化が進み、新たなサービス管理や開発が求められるな
か、「リゾートウエディング」「旅婚」など、「楽しみのための旅」を伴う新たなブライダルビジネスが登場し
始めた。本研究ではリゾート地・観光地における挙式とそれに伴う旅を「ブライダルツーリズム」と仮定・定義
付けし、商品化の可能性、特に本研究に関わる産業(特に地域振興等)に対する提案を試みた。ブライダルツーリ
ズムの定義確立と一側面からの結論は得られたものの、それをもって産業へ提案するまでは行きつかなかった。
引き続き研究を継続し、提案を実現させたいと考えている。

研究成果の概要（英文）：Customers in the bridal market are diversifying. On the other hand, new 
service management and development are required. Recently in Japan, new bridal businesses such as "
resort weddings" and "travel marriages" have started to appear, accompanied by "trips for fun."
In this study, we defined weddings at resorts and tourist spots and the accompanying travels as "
bridal tourism", and considered the possibility of commercialization. As a result, the definition of
 bridal tourism was established and some conclusions were obtained, but it was not possible to 
propose it to industry. We would like to continue research and realize the proposal.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
リゾートウエディングの場合、挙式の場所＝旅行地はリゾート地と呼ぶに相応しい地域に限定されやすいのに対
して、ブライダルツーリズムは、リゾート地のイメージの無い地域も候補地となる。また、前者は挙式のために
旅行するのであって主：従が挙式：旅行となるが、後者は地域に潜む多様な魅力に触れ、その地ならではの歴史
や文化を体感する中で挙式もするという「旅行が主」「挙式が従」の旅の企画となる。しかもブライダル産業は
裾野が広い上、ブライダルツーリズムであれば、宿泊産業、旅行業、地場産業も含めた土産物産業も関係する。
さらに近年訪日外国人が増加するなか、新たなインバウンド向けの魅力になることも期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

日本におけるブライダル研究は、儀礼としての挙式に関する研究のほかは、ブライダルビジ
ネスの歴史的変遷(今井,2014a)、ブライダル･ビジネスにおける関係性マネジメント(徳江,2012)

など、ブライダルの発展や既存のブライダル関連施設・企業を対象としたマーケットに関する
研究がみられるが、旅という視点での研究は新婚旅行(山本,2011)、リゾートウエディング(増
田,2011)(石井,2015)(今井,2014b)に限定される現状がある。 

しかし、ブライダル市場を取り巻く環境は、生涯未婚率の増加、初婚年齢の上昇、挙式や披
露宴をしない“なし婚”の急増や簡素が進むなど、顧客の多様化が進み、新たなサービスの管理
や開発が求められている。ブライダルビジネスは社会的変化に対応した企業が成長してきたと
いえるが(徳江,2012)、一方で「なし婚」の増加、「旅婚」の登場など、従来型の結婚式に否定
的な風潮もある。今後は「式場」だけではない、新たなブライダルビジネス構築に向けて、議
論を深める必要があると考えた。 
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今井重男(2014a)「近代婚礼創作とブライダル・ビジネスの源流」『千葉商大論叢』52- 1、341-
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今井重男(2014b)「リゾートウエディングの地としての軽井沢の軌跡」『千葉商大論叢』51- 2、
275-289. 
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増田榮美(2011)「リゾートウェディングを志向する消費者傾向の分析」『上田女子短期大学紀
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山本志乃(2011)「新婚旅行とアンノン族--戦後における若い女性の旅をめぐって」『旅の文化研
究所研究報告』20、 61-73 

 

２．研究の目的 

ブライダル市場の顧客の多様化が進み、新たなサービス管理や開発が求められるなか、「リゾ
ートウエディング」「旅婚」など、「楽しみのための旅」を伴う新たなブライダルビジネスが登
場し始めた。しかし、観光研究におけるブライダル研究は日常生活圏の「挙式」、非日常圏での
「新婚旅行」を中心に研究が進められており、「挙式」「観光」を融合させた研究は進められて
いない。 

本研究ではリゾート地・観光地における挙式とそれに伴う旅を「ブライダルツーリズム」と
仮定し、「ブライダルツーリズム」の定義の確立したうえで、各種統計・企業調査・インタビュ
ー調査から現状と課題を考察し、「ブライダルツーリズム」の可能性、特に本研究に関わる産業
(特に地域振興等)に対する知見還元を目指した。 

 

３．研究の方法 

本研究は日本におけるブライダルビジネスの変遷と特徴を理解し、「ブライダルツーリズム」
を新たなツーリズムとして定義した上で、「ブライダルツーリズム」の現状・課題を把握し、今
後の展開と可能性について明らかにするものである。具体的には①先行研究・統計を収集・分析
から日本におけるブライダルビジネスの変遷を整理することで歴史的・文化的背景を理解した
上で、各種資料・企業調査から近年の顧客動向を把握し、「ブライダルツーリズム」を定義する、



②旅先で挙式するカップルと列席者および現地の企業・行政調査などから「ブライダルツーリズ
ム」の現状を分析し課題を抽出する、③「ブライダルツーリズム」の可能性を学際的な視点から
考察した上で、新たなブライダルビジネスモデルを構築する、である。 

●28 年度実績 

 計 6 回の研究会、基本的な文献調査の渉猟と整理、リゾートウエディング新興エリアへのフ
ィールドワークを通じ、当初の予想を超える知見の獲得があった。 しかし、一方で、当初の計
画にあった、ブライダル業界専門誌、ブライダル情報誌、ハネムーン担当者へのインタビューは
実施に至らなかった。これらに代替する意味で文献調査を精力的に行い広範囲の情報収集を目
指したが、”調査範囲”という面で少し物足りないものとなってしまった。 

●29 年度実績 

計 5 回の研究会、基本的な文献調査の渉猟と整理を続けると共に研究者の専門分野に応じた
調査・研究を行い、ブライダルツーリズムの歴史的・文化的背景を明らかにするよう努めた。そ
の結果、ブライダルツーリズムの基礎研究を深化させることと、研究進展内容を国内学会で報告
したほか大学紀要に公表した。 

 新たな試みとして、ブライダルツーリズムの構造を明らかにすべく アンケート調査を行い、
得た知見をブライダル産業の専門家育成プログラムにおいて講義した。以上のように当該年度
はブライダルツーリズムの基礎研究、現状分析、研究成果の社会への還元を行うことができたが、
予定されていた海外調査が現地との調整が整わず遂行することができなかった 

●30 年度実績 

本年度も文献調査の渉猟と整理を続けるとともにメンバーの専門分野に応じた広義のブライ
ダルサービスの歴史的・文化的背景を明らかにし、ブライダルツーリズムの基礎研究を深化させ
た。しかし、研究代表者の所属大学の学部長着任に伴う校務繁多により、予定されていた研究会
実施、海外調査など一部研究が停滞した。当初の研究計画を貫徹すべく研究期間延長を申し出た
て、研究体制を再構築し遂行することとした。 

●31 年度実績 

 計 4 回の研究会とこれまでに得られた知見のまとめ作業として、学会発表と論文公表を精力
的に行った。具体的には 3 回の学会報告（国内×2、海外×１）、論文発表 4 本であり、これらは
いずれも研究者の専門分野をメインにしながら、共同研究者の専門も織り込んだ内容となって
いる。こうした研究業績は、1 冊の報告書として製本した。 

 

 

４．研究成果 

本研究ではリゾート地・観光地における挙式とそれに伴う旅を「ブライダルツーリズム」と仮
定・定義付けし、商品化の可能性、特に本研究に関わる産業(特に地域振興等)に対する提案を試
みた。ブライダルツーリズムの定義確立と一側面からの結論は得られたものの、それをもって産
業へ提案するまでは行きつかなかった。引き続き研究を継続し、提案を実現させたいと考えてい
る。 
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